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一
般
会
計
予
算
や
条
例
の
一
部
改
正

な
ど
に
対
す
る
質
疑
応
答
の
内
容
を
、

要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

平
田
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

質
　
　
疑

質
　
　
疑

①
　
医
療
に
係
る
金
額
が
減
少
し
て
い
る
が
、

　
保
険
料
は
上
が
っ
て
い
く
の
は
な
ぜ
か
。

②
　
今
年
の
医
療
指
数
は
下
が
っ
て
き
て
い

　
る
も
の
の
、
５
千
人
規
模
の
自
治
体
に
し

　
て
は
高
い
理
由
は
。

　
国
民
健
康
保
険
税
の
本
算
定
に
基
づ
く
税

率
を
改
正
す
る
も
の
。

高
橋
七
重
議
員

問①
　
被
保
険
者
が
減
少
し
て
い
る
な
か
医
療

　
費
指
数
が
高
い
た
め
、
１
人
当
た
り
保
険

　
料
が
高
く
な
る
。

②
　
医
療
費
に
か
か
る
疾
病
分
類
を
見
る
と
、

　
糖
尿
病
、
高
血
圧
な
ど
生
活
習
慣
病
、
肺

　
が
ん
、
腎
不
全
に
伴
う
人
工
透
析
な
ど
の

　
医
療
費
が
高
い
状
況
に
あ
る
こ
と
が
要
因
。

住
民
課
長

答

　
今
年
か
ら
３
年
間
に
わ
た
っ
て
、
目
的
外

徴
収
の
子
ど
も
子
育
て
支
援
金
も
加
算
さ
れ

る
の
で
、
値
上
げ
幅
は
大
き
く
な
る
。
社
会

保
障
で
あ
る
国
民
皆
保
険
が
、
担
税
能
力
を

超
え
た
金
額
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
さ

ら
に
値
上
げ
。
軽
減
の
た
め
の
繰
り
入
れ
も

一
切
し
な
い
こ
の
条
例
改
正
は
反
対
。

討
　
　
論

討
　
　
論

高
橋
七
重
議
員

反
対

　
本
村
の
国
保
税
は
近
隣
町
村
に
比
べ
て
、

決
し
て
高
い
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
社
会

保
障
費
の
増
加
は
基
礎
自
治
体
単
独
で
は
対

応
し
き
れ
な
い
部
分
も
多
々
あ
る
。
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
金
に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年

４
月
か
ら
公
的
医
療
保
険
料
な
ど
に
上
乗
せ

し
て
徴
収
さ
れ
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、

本
村
に
お
い
て
も
、
３
月
31
日
付
専
決
で
条

例
を
定
め
、
承
認
さ
れ
た
の
で
、
問
題
な
い

と
思
う
。 遠

藤
正
彦
議
員

賛
成

①
　
内
容
を
精
査
し
、
機
能
の
導
入
中
止
や

　
規
模
縮
小
も
あ
り
う
る
も
の
で
、
こ
の
ま

　
ま
基
本
設
計
を
行
う
も
の
で
は
な
い
。

②
　
本
事
業
は
、
拠
点
整
備
事
業
と
イ
ン
フ

　
ラ
整
備
事
業
が
あ
り
、
両
事
業
合
わ
せ
て

　
実
質
村
負
担
額
を
９
億
円
で
見
込
ん
で
い

　
る
。
な
お
、
昨
今
の
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
、

　
資
材
や
人
件
費
が
約
20
％
程
度
増
加
す
る

　
と
想
定
し
た
、
消
費
税
を
含
む
金
額
で
あ

　
る
。

③
　
道
の
駅
ひ
ら
た
は
、
設
備
等
に
関
し
初

総
務
課
長

答

令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

質
　
　
疑

質
　
　
疑

　
現
道
の
駅
の
隣
接
地
の
取
得
が
困
難
と
な

り
、
や
む
な
く
移
転
す
る
と
し
て
も
、
必
要

最
小
限
の
施
設
に
し
て
工
事
費
を
最
小
限
に

抑
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
つ
い
て
は
、

①
　
基
本
計
画
の
ま
ま
基
本
設
計
を
行
う
の

　
か
。

②
　
施
設
を
必
要
最
小
限
に
抑
え
８
億
円
に

　
収
め
る
と
い
う
認
識
で
良
い
か
。

③
　
計
画
で
は
、
直
売
所
及
び
売
店
の
面
積
、

　
駐
車
台
数
、
飲
食
場
等
は
道
の
駅
と
し
て

　
十
分
な
規
模
と
な
っ
て
お
り
売
り
上
げ
増

　
加
が
期
待
で
き
、
テ
ナ
ン
ト
料
も
入
る
こ

　
と
か
ら
独
立
採
算
で
の
経
営
が
可
能
。
地

　
代
家
賃
も
と
ら
な
い
の
に
管
理
委
託
料
ま

　
で
支
払
う
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
が
、
移

　
転
後
も
管
理
委
託
料
を
支
払
い
続
け
る
の

　
か
。

関
根
　
猛
議
員

問

　
期
投
資
の
必
要
が
な
い
環
境
で
経
営
を
開

　
始
で
き
る
こ
と
か
ら
、
管
理
委
託
料
の
収

　
入
が
な
く
て
も
独
立
採
算
で
運
営
す
る
必

　
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

①
　
総
事
業
費
、
村
負
担
額
の
想
定
額
は
。

②
　
盛
土
の
必
要
量
は
。
土
の
確
保
先
、
取

　
得
単
価
、
運
搬
費
の
積
算
方
法
は
。

③
　
軟
弱
層
深
度
を
何
ｍ
と
想
定
し
、
ど
の

　
エ
法
を
前
提
に
積
算
し
て
い
る
の
か
。

④
　
不
動
産
鑑
定
を
実
施
す
る
理
由
は
。

⑤
　
平
田
分
署
移
転
は
、
防
災
道
の
駅
再
整

　
備
と
一
体
の
事
業
か
。

⑥
　
防
災
道
の
駅
と
し
て
、
非
常
用
電
源
、

　
受
水
槽
、
通
信
設
備
、
備
蓄
倉
庫
、
防
災

　
ト
イ
レ
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
対
応
等
が
必
要
に

　
な
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
費
用
も
含
ま
れ

　
る
の
か
。

⑦
　
年
間
維
持
管
理
費
等
の
見
込
み
額
は
。

　
30
年
間
の
総
費
用
は
試
算
し
て
い
る
の
か
。

三
本
松
和
美
議
員

問①
　
事
業
費
総
額
45
億
３
千
万
円
、
実
質
村

　
負
担
額
９
億
円
見
込
。（
総
務
課
長
）

②
　
盛
土
量
７
万
６
千
㎥
で
、
購
入
土
を
予

　
定
。
運
搬
距
離
は
30
㎞
で
見
込
ん
で
お
り
、

　
積
算
基
準
に
基
づ
き
算
出
し
て
い
る
。
公

　
平
性
の
観
点
か
ら
金
額
は
申
し
上
げ
ら
れ

　
な
い
。（
道
の
駅
整
備
推
進
室
長
）

③
　
強
固
な
地
盤
が
確
認
さ
れ
た
箇
所
は
地

答
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道
の
駅
構
想
に
対
し
て
は
、
議
員
か
ら
の

疑
問
、
質
問
、
提
言
に
つ
い
て
全
員
協
議
会

を
何
度
も
開
き
、
担
当
者
か
ら
細
か
い
説
明

を
受
け
て
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
は
国
、
県
、
村
が
前
向
き
に
検

討
し
て
い
る
事
業
で
、
50
年
先
の
平
田
村
を

考
え
た
時
に
、
こ
の
事
業
は
平
田
村
に
と
っ

て
大
き
な
財
産
で
あ
り
、
村
が
活
性
化
で
き

る
も
の
と
信
じ
て
い
る
た
め
、
こ
の
修
正
案

に
反
対
す
る
。

阿
部
　
清
議
員

反
対

１
．
物
価
高
騰
、
資
材
不
足
時
期
に
進
め
る

　

事
業
で
は
な
い
と
思
う
。

高
橋
七
重
議
員

賛
成

１
．
防
災
道
の
駅
の
建
設
に
つ
い
て
懸
念
の

　

声
も
聞
こ
え
る
が
、
期
待
の
声
も
決
し
て

　

少
な
く
な
い
。
執
行
側
も
予
算
に
上
限
を

　

設
け
て
対
応
す
る
と
説
明
し
て
い
る
。
基

　

本
設
計
の
段
階
で
、
止
め
続
け
る
の
は
果

　

た
し
て
議
会
と
し
て
誠
実
な
対
応
と
言
え

　

る
の
か
疑
問
に
思
う
。

２
．
維
持
管
理
の
懸
念
な
ど
共
感
で
き
る
部

　

分
も
あ
る
が
、
課
題
を
共
有
し
、
良
い
も

　

の
を
造
り
上
げ
る
、
又
は
一
人
で
も
多
く

　

の
人
が
納
得
で
き
る
形
に
し
て
い
く
努
力

　

も
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

３
．
国
県
と
連
携
し
て
進
め
て
い
る
事
業
で

　

あ
り
、
本
議
会
の
議
決
の
遅
れ
に
よ
り
、

　

国
県
の
防
災
計
画
に
負
の
影
響
を
及
ぼ
す

　

こ
と
を
懸
念
す
る
。
よ
っ
て
修
正
案
に
反

　

対
。

討
　
　
論

討
　
　
論

遠
藤
正
彦
議
員

反
対

三
本
松
和
美
議
員
修
正
動
議

　

道
の
駅
ひ
ら
た
移
転
再
整
備
事
業
関

係
７
千
６
７
８
万
円
を
削
除
し
た
額
の

修
正
案
を
提
出
。

【
提
出
理
由
】

　

基
本
計
画
の
段
階
で
多
く
の
不
安
材
料
が

あ
り
、
地
域
住
民
の
合
意
形
成
の
た
め
の
説

明
も
十
分
で
は
な
く
、
こ
の
ま
ま
取
り
組
む

の
は
、
今
後
村
政
運
営
に
遺
恨
を
残
し
か
ね

な
い
事
か
ら
修
正
動
議
を
提
出
す
る
。

令和８年度一般会計補正予算

三本松和美議員
提出の修正案

採択の
結　果

否　決
（賛成４・反対７）

可　決
（賛成７・反対４）

原　案

○…賛成　×…反対　※議長は採決に加わりません。

　
下
８
ｍ
付
近
。

　
　
工
法
は
専
門
家
の
液
状
化
対
策
は
不
要

　
と
の
見
解
か
ら
、
盛
土
補
強
に
よ
る
路
盤

　
補
強
工
を
想
定
し
た
。（
道
の
駅
整
備
推
進

　
室
長
）

④
　
議
案
外
の
た
め
答
弁
は
控
え
る
。

　（
道
の
駅
整
備
推
進
室
長
）

⑤
　
事
業
主
体
も
異
な
り
、
一
体
的
に
進
め

　
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
別
事
業
と
し
て

　
捉
え
て
い
る
。（
総
務
課
長
）

⑥
　
基
本
計
画
に
記
載
の
防
災
機
能
は
す
べ

　
て
含
ん
で
い
る
。（
道
の
駅
整
備
推
進
室
長
）

⑦
　
基
本
設
計
を
進
め
て
い
く
中
で
明
確
に

　
な
っ
て
く
る
た
め
、
現
段
階
で
具
体
的
な

　
数
値
は
お
示
し
で
き
な
い
。（
道
の
駅
整
備

　
推
進
室
長
）

　

事
業
費
の
40
億
円
を
超
え
な
い
よ
う
に
、

計
画
に
あ
る
不
要
な
施
設
を
そ
ぎ
落
と
す
と

い
う
が
、
そ
れ
で
は
、
現
道
の
駅
と
大
差
な

い
も
の
に
な
る
。
そ
れ
で
コ
ン
セ
プ
ト
を
満

た
す
魅
力
あ
る
道
の
駅
に
な
る
の
か
。

高
橋
七
重
議
員

問

　
与
え
ら
れ
た
環
境
で
、
道
の
駅
の
関
係
者

が
必
死
に
努
力
し
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
て

ほ
し
い
。 村

長

答　
道
の
駅
は
売
上
だ
け
が
目
的
だ
け
で
は
な

い
。
地
域
活
性
化
な
ど
に
も
貢
献
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
移
転
す
る
こ
と
で
諸
問
題
が

解
消
さ
れ
る
は
ず
。
こ
う
い
う
事
業
は
希
望

を
持
ち
な
が
ら
進
め
て
行
く
べ
き
。

村
長

答

　
可
能
な
限
り
、
機
能
を
盛
り
込
ん
で
い
き

た
い
。

総
務
課
長

答
　

通
常
株
式
会
社
は
、
営
業
不
振
な
ら
責
任

が
問
わ
れ
る
。
し
か
し
本
村
の
道
の
駅
は
、

高
橋
七
重
議
員

問

　

よ
い
道
の
駅
を
造
る
た
め
に
、
今
問
題
を

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
住
民
の
関
心

は
ま
さ
に
こ
こ
。
造
る
の
は
い
い
が
、
な
ぜ

独
立
採
算
制
を
と
ら
な
い
の
か
。

高
橋
七
重
議
員

再
問

副
村
長

答　
独
立
採
算
に
つ
い
て
は
、
年
数
を
決
め
て

移
行
さ
せ
る
こ
と
が
、
村
と
し
て
も
良
い
こ

と
だ
と
思
う
。

こ
れ
ま
で
の
17
年
間
、
誰
も
何
の
責
任
も
執

っ
て
い
な
い
で
は
な
い
か
。

２
．
な
ぜ
、
道
の
駅
を
株
式
会
社
に
し
た
の

　

か
理
由
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。「
収
益

　

部
門
の
道
の
駅
」
は
完
全
に
村
か
ら
切
り

　

離
し
独
立
採
算
制
で
行
う
べ
き
。
こ
れ
以

　

上
村
の
持
ち
出
し
が
増
え
れ
ば
住
民
の
小

　

さ
な
声
、
要
望
が
ま
す
ま
す
実
現
さ
れ
に

　

く
く
な
る
。
よ
っ
て
数
々
の
問
題
を
抱
え

　

た
ま
ま
の
事
業
推
進
に
は
疑
問
が
あ
り
動

　

議
に
賛
成
す
る
。

三本松
上遠野
吉田（喜）
関　根
阿　部
根　本
吉田（好）
太　田
高　橋
遠　藤
荒　川

○
×
○
×
×
○
×
×
○
×
×

×
○
×
○
○
×
○
○
×
○
○
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